
一般社団法人宮城県林業公社に対する経営評価委員会意見 

 

項  目 意    見 対象 

中長期の経営

改善に向けた

年度別課題の

明確化につい

て 

 

団体の主要事業である分収林事業は，長期にわたる事業であることか

ら，計画的に様々な経営改善に取り組む必要がある。そのため，解決す

べき経営課題を総点検・再整理した上で，中長期目標のほか，年度別に

具体的な課題と短期目標を設定し，経営課題と有機的に結合した中長期

の経営改善計画を明確にすることが重要である。 

団体は，計画策定に当たり，新たな収益確保についての検討を継続し，

年度ごとの収入の適正な見積りに基づき，第二期分収林経営計画におけ

る収支計画や借入金返済計画の妥当性を検証すること。併せて，人材確

保や技術の導入の具体的な計画についても検討すること。 

 

団体 

重点的に取り

組む課題につ

いて 

 

団体は，策定した計画を踏まえ，重点的に取り組むべき課題を抽出し，

毎年度，県と情報共有しながら計画と実績を比較分析し，ＰＤＣＡサイ

クルを回しながら解決に取り組むこと。 

特に，主伐の時期や規模，入札方法等の見直し，スマート林業技術の

実用化，確実な借入金返済，基盤となる人材の確保・育成に取り組むと

ともに，森林の役割及び団体の事業・公益貢献度の県民への分かりやす

い情報発信に努めること。 

 

団体 

県 による 指

導・助言につ

いて 

 

 上述のほか，分収割合の見直し，分収林契約相手方の特定，林業振興

等団体が抱える経営課題は山積しており，団体だけで解決できるものは

限られている。県は，団体と連携を密にし，経営計画の策定及び進捗管

理について積極的に指導・助言を行うこと。 

 

県 

 


